
国際基督教大学高等学校学寮

　ICU高校には、海外からの帰国生が３分の２、国内の中学校からの一般生が３分の１います。保護者が海

外や他府県に在住している生徒や通学時間が１時間半以上の生徒は高等学校の寮で生活をしています。　学

寮は図にあるように高校の校舎真後ろにあり、女子寮が２棟、男子寮が２棟、収容定員は男子４４人、女子

６６人です。

※本校の寮は集団生活なので、健康状態によっては、入寮できないことがありますのでご理解ください。

　寮の日課　

　ICU高校の学寮は、高校の教育の一環です。楽しくかつ規律正しい生活を送るために、民営の学生寮とは

異なる点が多々あります。各寮には、専任教諭（寮アドバイザー）１名とその家族、そして寮母さん１名が

常住しており、寮生の生活を見守っています。生徒は規則正しく生活できるように下記のような日課が決め

られています。

　

　塾や稽古ごとなどの校外学習で外出する場合は、校外学習許可願いを提出します。1・2年生は週2回、3

年生は週3回まで許可されます。学校を遅刻あるいは欠席する場合は寮母さんに報告しますが、遅刻が10回

になると両親へ通知されます。さらに、20回で3日間の停寮、30回で退寮になります。また、喫煙や飲酒を

した場合は即退寮になります。消灯時間は12時ですが、学習室は午前2時まで利用できます。毎週1回寮会

が開かれ、寮アドバイザー（教諭）と寮母さんを交えて話し合いが持たれます。毎週1回寮の大掃除が行わ

れ、本校教諭による寮巡回があります。寮生が規則正しく、健全な生活を送れるように4つの寮の寮アドバ

イザーと寮母さん、教頭、養護教諭が週1回集まり、寮生に関する連絡会議を行っています。
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北　門

　　　午前　７：００　　　　　　　起床　洗面
　　　　　　７：３０　　　　　　　清掃　朝食

　　　　　　８：２５　　　　　　　登校

　　　午後　３：２０　　　　　　　帰寮

　　　　　　４：３０－９：００　　入浴

　　　　　　５：３０－６：３０　　夕食

　　　　　　７：３０　　　　　　　門限

　　　　　　８：００－　　　　　　静粛時間の開始

　　　　　　11：００　　　　　　　テレビ終了

　　　　　　12：００　　　　　　　消灯



　規則正しい生活習慣と週末閉寮の意味　　

　寮生は楽しく、規則正しい集団生活を送っています。しかし、共同生活はそれなりのストレスを伴うもの

です。勉強やクラブ活動のほかに、洗濯や掃除など身の回りのことも自分でやらなければなりません。ICU

高校の寮では、寮生が心身ともに健康で過ごせるように、週末および連休につながる祝日は閉寮とし、必ず

自宅もしくは親戚宅など、身元引き受け人宅に帰ることになっています。以前は週末も寮で過ごすことがで

きるようになっていましたが、単調な寮生活が続くにしたがって、ストレスや疲れ、病気、授業がない週末

の開放的な気分などのためにトラブルが発生する原因になりました。寮アドバイザー、寮母さん対寮生の人

間関係にもストレスが生じることがありました。週末に家庭に帰るようになってからは、寮生自身の生活に

も適度な緊張感とリズムが生まれ、和やかな雰囲気で規則正しい寮生活が保たれています。

　多感な年齢にある高校生が、家庭の中で過ごす時間は非常に貴重です。家庭的な雰囲気の中で気分転換を

してこそ、月曜日からまた一週間、元気な学寮生活が送れるのです。また、寮では、寮生がインフルエンザ

やおたふく風邪などの伝染病にかかったり、重大なルール違反（飲酒、喫煙など）を行って寮を離れざるを

えないような事態が生じることもあります。そのような場合、寮生が安心して身をあずかってもらえる場が

あるということが、寮にとっても寮生にとっても常に大切なことなのです。

　寮アドバイザーの役割　

　自由で楽しい寮生活ですが、今までざっと見てきたように、それを成り立たせているものの一つが、大小

いくつかの規則や罰則と、規則にならない寮生間のマナーです。

　寮母さんが基本的に個々の寮生の立場に立って、寮生と接しているのに対比すれば、寮アドバイザーは、

寮生・寮生活全体の快適さ・安心して生活できる雰囲気や条件を守ることを優先して、寮生と接していま

す。したがって、個々の寮生の逸脱行為には、厳しく対処しなければなりません。飲酒や喫煙による退寮処

分はいうまでもありませんが、伝染性の病気にかかった寮生の退去を求める最終的権限も寮アドバイザーが

担っています。

　寮生からみれば、いざと言うときに厳しい罰則を課す寮アドバイザーですが、それでも寮生との間でギス

ギスした人間関係に陥らずにすんでいる背景には、（厳しい）「夜のアドバイザー」が昼間は、「授業や進

路などの相談にのってくれる教員」でもある、ということもあるかもしれません。（厳しい）とカッコで入

れましたが、もちろんふだんの寮生活では、それが前面に出ることはほとんどありません。寮アドバイザー

が、さまざまな許可願いにサインをしたり、通常７時３０分の門限チェックで各部屋を回って寮生の様子を

感じ取るということは、毎日ふつうに行われています。
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Ｆさんの寮生活

　女子寮で生活する２年生のＦさんは、寮母さんを「頼りになる優しいお母さん」と言っていま

す。彼女は現在1年生2人との3人部屋です。同じ寮にいる3年生5人は受験を控えているため、2

階にある部屋で毎日遅くまで勉強しています。

　2年生が中心になっていろいろな役割を分担しています。2人の寮長が持ち前の明るさで寮生

をまとめ、毎週の寮会も笑い声が絶えないようです。食堂委員であるＦさんは「食堂のメニュー

の向上」を目指しています。保健委員は薬箱の管理が仕事です。

　初めて寮生活をおくる1年生は現在10数名。寮生活の経験者である2年生が、掃除の仕方、ゴ

ミの分別方法、洗濯時間の予約などについて優しく指導しています。帰国生が多いためか、寮生

はファーストネームで呼び合い、先輩後輩の関係はないようです。また、海外生活経験のある寮

生から外国の話を聞くことが楽しく、学ぶことが多いとＦさんは言っています。

　「常に他の人のことを考えて、行動する」、「自分勝手な振る舞いは、いつかどこかで必ず誰

かしらに迷惑がかかる」。これが共同生活からＦさんが得た教訓です。「玄関の自分の靴をすぐ

しまうことは自宅でしなかったが、多くの住人がいる寮では必ずやらなければならない」、「自

分のことは自分でやる」ということが寮生活の鉄則だと彼女は言っています。

　このように、学寮では生徒が自主性と主体性を持つようになり、「他人のことを考えながら生

きる」というやさしそうで大変難しいことを体得し、大きく成長していきます。



　学寮の概略　

１.　学寮生活の概要

　学寮生活の成功、不成功は、ひとえに寮生一人ひとりの自己規律と自己管理の能力にかかっています。そ

のことの自覚なしに、安易な気持ちで寮に入ると、自分が後悔するばかりでなく、他の寮生に迷惑をかける

ことにもなりかねません。よい共同生活は、各自の自己管理によってはじめて実現されることを忘れずに生

活して下さい。

①生活時間：　起床　午前７時　門限　平日は午後７時半　消灯　午後１１時（天井灯）、デスクラン

プは午前０時、学習室は午前２時（ただし、定期試験１週間前~試験中の消灯時間は別

に定めます。）

②静粛時間：　午後８時以降は、学習のための静粛時間です。

③食　　事：　朝食と夕食（月曜日夕食~土曜日朝食）は、１学期ごとの前払い制です。所定の振込用

紙で銀行振込して下さい。（１日当たり1370円）。昼食は、そのつど現金払いです（高

校食堂を利用する場合、１食300円~500円程度。他に売店でパンやおにぎりを販売して

います。）

④掃除・洗濯：生徒がすべて、自分たちの手で行います。掃除は当番制。洗濯機は各寮に3台ないし4台

備えてあります。各寮3階に、物干し場があります。

⑤入　　浴：　毎日、浴槽とシャワーが使えます。入浴時間は、夕方から９時までとしています。

⑥冷・暖房：　１階テレビルームには、冷房が設置されています。暖房は、１１月中旬から３月まで、

朝晩の決まった時間帯にスチーム暖房が入ります。

⑦電　　話：　各寮に受信およびコレクトコールの国際電話に使う電話が１台備えてあります。外部か

ら寮へ電話する場合、緊急の時以外は、午後６時半から午後９時の間にしてください。

９時すぎの電話は、規則正しい寮生活を乱すことになります。

⑧外出・外泊：外出は、午前７時から門限まで（外出簿に記入）。特別の理由がある場合は、前もって

届け出れば、帰寮遅刻を許可します。

＊土曜日は午後４時半まで（祝日閉寮前日が平日なら下校時刻後３０分まで）に寮を退出

し、月曜の朝に一旦帰寮する者は、７時半以降には寮内に入れます。

⑨寮生活の運営：各寮には、アドバイザー（本校教員）と寮母が居住し、寮生活の指導と助言にあたっ

ています。寮生同士で選んだ寮長、副寮長、食堂委員、保健委員を中心に、定期的な寮

会（毎週水曜日の夜）を通して寮生活が運営されます。

⑩その他、生活上の注意

・貴重品は各自が管理します。余分なお金は、銀行か郵便局（大学内）に預けてください。

・生徒同士の金銭貸借は禁止されています。(不意の出費等で必要な場合は、預かり金を利用)

・ 各自の所持品には、大小を問わず、必ず氏名を明記してください。

・各自の自転車は、規定に従って必ず登録してください。

・女子寮は、不審者の侵入を防ぐために、アラームが設置してあります。（規定の時間帯に一階のTV

ルームなどの窓をあけると、全館に警報が鳴ります。）

・持病や特異体質、特定の病気にかかりやすい傾向のある人は、入寮時に詳しく説明してください。

身体の具合が悪い時は、早めに申し出ること。なるべく昼間のうちに医師の診療を受けてくださ

い。伝染しやすい病気にかかった場合、伝染のおそれがなくなるまで身元引受人に引き取っていた

だきます。

２.　 持参すべき物

・寝具類(もちこみ以外の方はリースも可能) ベッドサイズ196×88 cm（6cm厚のﾏｯﾄﾚｽのみ付属）

・学習用具（書籍・文房具など）　・デスクランプ　　・衣類・ハンガー数本・靴類

・洗面用具（洗面器・石鹸などは各自が用意）　・洗濯用品（洗剤・洗濯ばさみなどは各自が用意）

・スリッパなど、足音の静かな室内ばき（底の柔らかいもの）　・常備薬

・雑巾２枚（入寮時に寮母に提出）　　・自分専用の体温計（特に、しばしば発熱する人）

３.　 持参してもよい物

・ラジオ（CD）ラジカセ　 ・ヘアードライヤー、シェーバー　　　・扇風機　　 ・携帯電話　

・ズボンプレッサー　・湯沸しポット　・電気毛布、足温器、電気ひざかけ・パソコン、ワープロ

・自転車 ・場所をとらない楽器類（楽器の使用は、ﾍｯﾄﾞﾎﾝ使用による電気楽器のみ許可）

-3-



４.　 持参してはいけない物

・ピアノ、オルガン、エレクトーン、ドラムスなど、大きな音が出たり場所をとったりする楽器類

・テレビ、ビデオ、ステレオ、テレビゲーム、マージャン　　・ペット

・電気こたつ、電気温風機、ヒーターが露出している電気器具、その他、火を使う器具や周囲に迷惑

　をかけるおそれのある物

（注意）　寮生がオートバイを所有することは、固く禁じられています。

５.　 各寮に備え付けてある物

・アイロン　・冷凍冷蔵庫　・飲料自動販売機　・湯沸しポット　・電熱器　・洗濯機　・テレビ

・電子レンジ　・乾燥機（男子寮）　・ふとん乾燥機（女子寮）

　　

　寮　室　　　寮室の一例です。（寮により、多少レイアウトや備品が異なります。）

②

①

③

④

⑤

⑥

⑦ ⑦

⑧ ⑨

⑩

⑪

上図は、寮室を二つ割りにして、西側壁面を

見たものです。東側は対象形になっていま
す。

①アルミサッシ窓　　②スチーム　　③作りつけ暴棚　　④コンセント

_
⑤スチール机　　⑥二段ベッド（大きさ等は前ページ）　　⑦ひきだし
⑧洋服だんす　　⑨天井灯スイッチ　　⑩ドア　　⑪廊下

こ ぜ

-4-

便所、洗面所 階
段

学習室 寮室 寮室 寮室 寮室寮室 物干場

__ _ _ _ _ _

非常階段

　上図は第１男子寮の３階の平面図です。第２、第３寮の場合は、これと東西が逆になっています。２階は物干
し場がないだけで、構造はほぼこれと同様です。１階には寮室はなく、学習室（集会・テレビ室兼用）、浴室、
寮母室、アドバイザー住居等が配置されています。他に男子寮には室内にトランクルーム各１室、女子寮には寮
外に倉庫各１棟があります。
　なお、第３女子寮内には、全寮生共用のピアノ練習室と女子寮生共用の個人学習指導室があります。
ピアノ練習室は将来音楽方面に進む人を対象としています。個人学習指導室は家庭教師のような個人指導
を受ける場合に使用できます。いずれも有料です。
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